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パッケージの内容 
次の付属品が入っていることをご確認ください。
-- 取扱説明書
-- カメラ用リモコン、USBケーブル付
-- ケーブルクランプ

リモコン概略図  & 
このリモコンはキャノンEOS DSLRのUSBポートに取り付けることができ、ビデオ録画時の
フォーカス調整をするほか、カメラの「ビデオ」モードと「フォト」モードでのその他のさま
ざまな機能を操作することができるように設計されています。
カメラのHDMIポートには、「ライブビュー」機能を使用するときの外付モニタを接続する
ことができます。
1.		  入／切」スイッチ
2.	 「フォーカス」ノブ
3.	 「フォーカス速度制限」ダイアル
4.	 「フォーカスモード（可変または固定）」スイッチ
5.	 「REC／停止」または「シャッター」ボタン （1枚撮影、もしくは押しっぱなしで連続撮

影）
6.	 「デジタルズーム」と「フォーカスメモリ２」ボタン
7.	 「オートフォーカス」ボタン
8.	 「ライブビュー」と「フォーカスメモリ１」ボタン
9.	 「LEDインジケータ」（リモコン接続、録画、フォーカス速度設定、リモコン充電）
10.	 「フォト」LED
11.	 「ビデオ」LED
12.	 「メモリ１」LED
13.	 「メモリ２」LED
14.		  USBケーブル ― 伸ばした長さ 50cm（19.6”）
15.		  電池ケース（単４形充電式ニッケル水素電池２個、または単４形アルカリ電池２

個―電池寿命最大10/12時間。付属品に電池は含まれていません。）
16.		  クランプ：直径12mm（0.47”）～23mm（0.90”）の円形のチューブ／パイプ／バーに

取付可能。

特長
•		 3段切換式超精密フォーカス速度
•		 固定または可変フォーカス調整モード
•		 カスタマイズできるフォーカス速度制限
•	 「フォーカスメモリ」設定
•	 「ライブビュー」操作
•	 「オートフォーカス」操作
•	 「ライブビュー・デジタルズーム」操作
•		 ビデオ録画開始／停止
•		 1枚撮影、もしくは複数枚撮影
•		 リモコンの電池状態
•		 カスタマイズできるフォーカス方向
•		 録画LED
•	 「ビデオ」および「フォト」LED
•		 多目的クランプ：直径12mm（0.47”）～23mm（0.90”）の円形のチューブ／パ プ／バー
に取付可能。

対応機種（キヤノン）
使用できるカメラについての最新の情報は、マンフロットのウェブサイトに掲載されてい
る一覧表をご覧ください。

クイックスタート手順   &  
リモコンをカメラのパン棒に取り付ける
-- カメラとリモコンのスイッチを切る。
-- 電池を入れる。（図④）
-- リモコンをカメラのパン棒に取り付ける。
a) クランプでSymplaシステムに固定する（MVA518W付属のアダプタに連結する）。（図⑤）
b) クランプで「ビデオ／フォト」雲台に固定する。（図⑥）
-- リモコンのUSBケーブルのプラグをカメラのUSB AV-OUTコネクタに差し込む。
-- USBコネクタがリモコンに適切に接続されていることを確認する。
-- カメラとリモコンのスイッチを入れる。
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カメラのスイッチを入れると、まずコントローラがフォーカスノブをニュートラルに合わせ
ます。この調整が行われている間、LEDランプが点灯します。ランプが点灯している間は、フ
ォーカスノブを動かさないでください。この調整が終わり（およそ2秒かかります）、すべて
のLEDランプが消えたら、コントローラの操作を開始できます。
カメラとの通信ができなかった場合は、LEDインジケータ (9) が点滅します。その場合は、
次の操作をしてください。
•• USBケーブルとカメラおよびコントローラとの接続をチェックする。
•• コントローラとカメラ両方のスイッチを切る。
•• コントローラとカメラ両方のスイッチを入れる。
-- 「ビデオ」LEDランプ (11) と「フォト」LEDランプ (10) が同時に３回点滅する場合は、コン

トローラの電池切れを意味します。電池残量は残り20分程度ですので、電池を交換また
は充電してください。
-- カメラのスイッチを切ったとき、USBケーブルを抜いたとき、リモコンから何もコマンドが

送られないときは、その2分後にリモコンが待機モードになります。その場合は、キーパッ
ドのどれかのボタンを押してください。そうすれば再びリモコンが使えるようになります。

カメラにリモコンを接続する
注意！
-- リモコンとカメラの電子回路にダメージを与えないように、USBケーブルのプラグを差
し込んだり抜いたりするときは、必ずリモコンとカメラのスイッチを切ってください。
-- キヤノンのEF USMレンズの使用をお勧めします。そのほうがレンズの精度と信頼性が
高く、ビデオのフォーカス調整の動きが静かだからです。
-- このリモコンを接続するのは、下記対応機種一覧中のDSLRカメラ、あるいはファームウ
ェアをアップデートするためのパソコンだけにしてください。

操作
注意：このリモコンで操作可能な機能は、使用するカメラおよびレンズによって異なりま
す。例えば、「ビデオ」モードのとき、EOS 7Dと500Dはリモコンで「ライブビュー」のスイッ
チを入れることはできません。但し、スイッチを切ることはできます。

フォーカスノブを使用する
フォーカスノブ（2）を右または左に回して、カメラのフォーカス調整ができます。
－「ライブビュー」のスイッチを入れます。注意（EOS 7Dの場合のみ）：「ビデオ」モードで
は、リモコンではなく、カメラ本体で「ライブビュー」機能を作動させる必要があります。

FIX VAR
FOCUS

－「フォーカスモード」（4）を設定します。
「フォーカスモード」を“可変”（VAR）に設定すると、フォーカスノブを回す角度
を大きくするほど、フォーカス速度が上がります。
「フォーカスモード」を“固定”に設定すると、フォーカス速度が一定になります。
フォーカス速度制限ダイアルでフォーカス速度を設定します。

注意：「ライブビュー」機能が作動していないと、カメラはリモコンからのフォーカス命令を
受け付けません。

FOCUS SPEED
LIMIT

フォーカス速度制限を選ぶ
「フォーカス速度制限」ダイアルを右に回すと、最大フォーカス速度が上がり、左
に回すと、最大フォーカス速度が下がります。
LEDインジケータ（9）が現在のフォーカス速度を示します。

点滅1回：速度1（低）
点滅2回：速度2（中）
点滅3回：速度3（高）

ON OFF

フォーカス方向をカスタマイズする
フォーカス方向を変えるときは、次の手順で行ってください。
－リモコンのスイッチを切ります（カメラのスイッチは入っていても 切っていて
もかまいません）。
－「オートフォーカス」ボタンを押して、押しつづけたまま
－リモコンのスイッチを入れます。
－M1とM2のLEDランプが点灯して消えるまで待ちます。
－「オートフォーカス」ボタンを放します。
この操作にかかる時間はおよそ6秒です。
新たに設定したフォーカス方向が、コントローラに内蔵のフラッシュメモリに記
憶されます。これは再度手動で変更するまでメモリに残るので、リモコンのスイ
ッチを切って、再び入れたあとでも、この新たに設定したフォーカス方向のまま
です。
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ライブビュー
カメラの「ライブビュー」を作動させるには、ボタンを１回押します。停止するに
は、ボタンを再度押します。
注意：「ビデオ」モードのとき、EOS 7Dではリモコンで「ライブビュー」のスイッチを
入れることはできません。但し、スイッチを切ることはできます。 

オートフォーカス
カメラのオートフォーカス機能を作動させるには、ボタンを１回押します。
注意：カメラのレンズがMF（マニュアルフォーカス）に設定されている場合、リモ
コンの「オートフォーカス」コマンドは動作しません。

デジタルズーム
「ライブビュー」が作動している場合、ボタンを１回押すと５倍ズーム、ボタンを
もう１回押すと10倍ズームになり、３回押すと「ライブビュー」のデジタルズーム
のスイッチが切られます。

Rec／シャッター
フォトモードとビデオモードを切り替えるには「REC/停止」ボタンをダブルクリッ
クして下さい。（リモコンスイッチを入れた状態で）。ビデオまたは写真のLEDは、
現在作動中のモードを示します。
-	 「ビデオ」モード  のとき、このボタンは録画開始／停止を制御します。-
REC／シャッターボタンを１回押すと、録画が開始され、再度押すと録画が
停止されます。

-	 カメラで録画中は、LED指示灯  が１秒間に１回点滅します。-
注意：この設定がある場合、カメラの「メイン」モードダイヤルで「ビデオ」モー
ドをオンに設定します。（例 Canon 60D）

-	 「写真」モード  のとき、このボタンはシャッターを制御します。-
写真を撮影するには、ボタンを１回押します。-
注意：シャッター機能の作動方法は、カメラレンズがオートフォーカスかマニ
ュアルフォーカスかによっても異なります。

-	 フォトモード動作中に「REC/停止」ボタンを2秒以上押し続けると連続撮影が
行われます。
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フォーカスメモリ
--「フォーカスモード」を “固定” フォーカス速度FOC1F、FOC2F、FOC3Fのいず

れかに設定します。
-- フォーカス中に使用するフォーカス速度を選択します。
-- メインフォーカスノブ②を回してフォーカスの位置を選択します。
-- LVボタンを少なくとも２秒間押し続け、１つ目のフォーカス距離を設定しま
す。システムではM1（フォーカスメモリ１）として保存されます。M1 LEDが点灯
し、M2 LEDが点滅を開始します。
-- メインフォーカスノブを回して２つ目のフォーカスの位置を選択します。
-- ズーム＋ボタンを少なくとも２秒間押し続け、２つ目のフォーカス距離を設
定します。システムではM2（フォーカスメモリ２）として保存されます。M2 LEDの
点滅が止まり、点灯します。-
M2から始めてフォーカスメモリポイントを設定することもできます。「LV」ボタン
または「ズーム＋」ボタンのいずれかを少なくとも２秒間押し続けると、新しいフ
ォーカスメモリポイントが自動的に保存され、古いメモリポイントがリモコンの
メモリから削除されます。

M1とM2の両方のLEDが点灯していると、フォーカス距離が２つのメモリ設定に限定され
ます。最大フォーカス速度は、「フォーカス速度制限」ダイヤルで制限されます。
フォーカス速度制限が変更された場合、AF機能が使用される場合、またはリモコンのスイ
ッチが切られている場合、システムでは、M1とM2の設定が削除されます（さらにM1とM2
のLEDが消灯します）。
DSLRがオフか、「ライブビュー」が作動していない場合は、削除されません。

注意：現在のカメラ機能やレンズの品質により、また、フォーカスの移動時にレンズからの反
応が得られない場合、フォーカスメモリ機能では、フォーカス中のいくつかの中間手順がと
きに省略される場合があります。同じ理由で、次の場合、リモートでは認識できません。
•• フォーカスがフォーカスレンズの端の停止位置と重なっている場合。
•• レンズのフォーカスまたはズームをマニュアルで変更する場合（レンズ自体を回して）

これらの場合、リモコンのメモリポイントの正確性が失われ、リセットや削除が必要になります。

リモコンユニットのファームウェアのアップデート
アップデートの告知や説明については、マンフロット社のWebサイトを確認してください。

トラブルシューティング
リモコンとDSLRが接続されない場合、次の点を確認します。
•• リモコンユニットのスイッチが入っているかどうか。
•• カメラとリモコンの両方の電池が充電されているかどうか。
•• USBケーブルが、カメラとリモコンの両方に適切かつ固く接続されているかどうか。

前述の点を確認してもカメラとリモコンが接続されない場合、カメラとリモコンの両方のス
イッチを切り、USBケーブルを取り外して接続し直し、カメラとリモコンの両方のスイッチを
入れます。
最後の手段としては、カメラとリモコンの両方のスイッチを切り、カメラの電池を取り外し、
入れ直してから、再度スイッチを入れます。

最大スピードでフォーカスコントロールを行う際、指をノブから離すとレンズの余分な動
きがあることがあります。その場合はフォーカスコントロールのスピードを落として下さ
い。
-- フォーカススピードを最大にして下さい (FOC3)
-- ライブビューボタン (図2内の8)とデジタルズームボタン (6)を同時に押して下さい。
：LED (10-11)が点滅します。
-- 遅くするにはライブビューボタン (図2内の8)を押します。
-- 早くするにはデジタルズームボタン (6)を押します。
7つの値があります。(7= 初期設定による最大値)
-- 結果を確認するには、フォーカスノブ(図2内の2)を動かします。
-- 新たな設定値を保存するにはライブビューボタンとズームボタンを同時に押して下さ
い

本リモコンがカメラとレンズに接続される度に新しい値が自動的に関連付けられます。

使用上の注意

耐水性能：
コントローラは、耐水性能を有するよう配慮されていますが、すべての環境で100%の耐
水性を保証することはできません。雨や湿度70%以上のような荒天や環境条件でのコント
ローラの使用は、避ける必要があります。

高温環境：
70°Cを超える温度は避け、一定時間強い直射日光にさらされるような環境（日の当たる場
所に駐車中の車の中など）に、コントローラを放置しないでください。

電気的な注意事項：
ケーブルは、特に機械的摩耗の影響を受けやすい場合などに、電子機器の中で最も壊れ
やすい部品の１つです。したがって、コントローラの寿命を延ばし、基本「修理」を可能な
限り安価にするために、ケーブルを簡単に交換できるよう設計しました。ただし、カメラ接
続時の偶発的なショートを避けるため、常に最初にケーブルをコントローラに差し込む必
要があることを忘れないでください。絶対的に必要な場合を除き、コントローラからケー
ブルを取り外さないことを推奨します。

動作仕様
動作温度範囲 -10°C（14°F） + 60°C（140°F）
保管温度範囲 -20°C（-4°F） + 70°C（158°F）
相対湿度（結露がないこと）最大 70%

免責事項
この説明書に含まれている情報は予告なく変更される場合があります。
マンフロット社は、この説明書に含まれている情報の誤りについて、一切の保証を行わず、
また、一切の責任を負わないものとします。
キャノンの商標は、その所有者の財産です。

注意事项

防水性：
我们已经在控制器上采取了尽可能周全的防水措施，但我们无法保证在所有情况下都能
达到100％的防水性能，因此您应避免在雨天或湿度达到70％以上等恶劣的天气或者
环境中使用遥控器。

高温：
避免温度超过 +70℃，同时不可让控制器长时间受日光曝晒，例如停在日照位置的车
内。

电气注意事项：
在电子系统中，电缆总是最容易破损的元件，特别是在面对机械磨损的情况下。因此，
为了延长控制器的使用寿命并尽可能降低基本"维修"的成本，我们在控制器的设计中融
入了方便更换电缆的特性。但是，您务必记住总是先将电缆插入控制器。以免导致相机
连接意外短路。我们建议您只在绝对必要的情况下才从控制器上拔下电缆。

工作规格
工作温度范围：-10℃（14℉）至+ 60℃（140℉）
存储温度范围：-20℃（-4℉）至+ 70℃（158℉）
最高相对湿度（无冷凝）：70%

免责声明
本文档中的信息如有变更，恕不另行通知。
对本文档所含信息的任何错误，曼富图不提供任何保证，概不负责。
佳能商标为其所有者的财产。

合规性声明

欧洲合规性
CE符号标记表示该系统符合欧盟的相关议会指令。

FCC B类信息
该设备经测试证明符合 FCC 规章第15部分关于B类数字设备的限制要求。这些限制要
求旨在针对居住环境中的有害干扰提供合理防护。本设备产生、使用并且可能辐射射频
能量，如果不按照使用说明进行安装和使用，可能会对无线电通讯造成有害干扰。但
是，不能保证在特定的安装条件下不产生干扰。如果本设备对无线电或者电视接收产生
有害干扰（可通过开关设备来确定），建议用户采用以下某一或多项措施来消除干扰：
- 重新定向或者放置接收天线。
- 增加设备与接收器之间的距离。
- 设备插座与接收器件分别连接不同的电路。
- 咨询经销商或者有经验的无线电/电视技术人员，以获得帮助。
未经曼富图明确批准的任何改动都可能使用户失去操作本设备的权限。

ICES-003/NMB-003 声明
本设备符合加拿大 ICES-003 B类标准的要求。
本设备符合加拿大 ICES-003 B类标准的要求。

適合宣言

欧州での適合性
CE記号の記載は、このシステムが、欧州連合の該当する委員会指令に適合していることを
示します。

FCCクラスB情報
この機器は、FCC規則パート15に従って試験済みで、クラスＢデジタル機器の仕様に準拠
しています。この仕様は、住宅への設置時に有害な干渉に対して妥当な保護が行われる
よう設計されています。この機器は、説明に従って設置および使用が行われない場合、無
線周波エネルギーが生成され、使用され、また、放出されることとなり、無線通信に有害
な干渉の原因となる可能性があります。ただし、この干渉は、特定の設置条件下で発生し
ないという保証はありません。この機器が、ラジオまたはテレビの受信の有害な干渉の原
因となるかどうかは、機器のオフとオンを切り替えることによって特定できますが、有害な
干渉が発生する場合、次のいずれか、またはいくつかの方法で干渉の修正を試みること
を推奨します。
-- 受信アンテナの方向の変更や回転。
-- 機器と受信機との間の距離を長くする。
-- 受信機が接続されているコンセントの回路とは異なる回路にあるコンセントに機器を
接続する。
-- 販売代理店または経験のある無線やラジオの技術者に助けを依頼する。
マンフロット社が明示的に許可していないいかなる変更や修正も、この機器を操作する
ユーザーの権限を無効にします。

ICES-003/NMB-003ステートメント
Cet appareil numerique de la classe B est conforme a la norme ICES-003 du Canada.
この機器は、カナダのICES-003クラスBに準拠しています。

Cod. 1010,149 - 04/13	 Copyright © 2012 Manfrotto Bassano Italy
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•	카메라와 컨트롤의 USB 케이블 연결 상태를 확인해 보십시오.
•	컨트롤러와 카메라의 전원을 끕니다.
•	컨트롤러와 카메라의 전원을 다시 켭니다.
-- 비디오(11)와 포토(10)의 LED 표시등이 3번 동시에 깜빡이면 컨트롤러의 배터리가 없는 것

으로 충전하거나 배터리를 교환하셔야 하며, 약 20분간 사용하실 수 있습니 다.
-- 카메라 전원을 끄거나, USB 케이블이 연결되어 있지 않거나, 리모트 컨트롤을 작동 하지 않

을 경우; 2분간 사용하지 않으면 리모트 컨트롤은 대기 상태가 됩니다. 재개 하려면 키패드 버
튼을 누르십시오.

리모트 컨트롤을 카메라에 연결
주의!
-- 양쪽 모두의 전자 회로 손상 위험을 피하기 위해, 플러그를 연결하거나 USB 케이 블을 제
거할 때 카메라와 리모트 컨트롤의 전원이 모두 꺼져 있는지 확인해 주시기 바랍니다.

-- 캐논 EF USM 렌즈는 비디오 포커싱 무브먼트 시 정확하고 안정감 있으며 소음이 적기 때
문에 사용을 권장합니다.

-- 리모트 컨트롤은 리스트에 있는 호환 가능한 DSLR 카메라나 펌웨어 업데이트를 위 한 PC
에만 사용하시기 바랍니다.

작동 방법
주의: 사용하는 카메라와 렌즈에 따라 기능 사용이 달라집니다. 예를 들어, 비디오 모드로 
작동 시 EOS 7D와 500D는 리모트 컨트롤로 라이브 뷰 전원이 켜지지 않으나 전원을 끌 수
는 있습니다.
포커스 손잡이 사용
포커스 손잡이 (2)를 오른쪽 왼쪽으로 작동시키면 카메라 포커스를 조절할 수 있습니다.
-- 라이브 뷰 켜기. EOS 7D에서만 작동 가능: 비디오 모드에서 리모트 컨트롤이 아닌 카메
라 자체에서 라이브 뷰를 켜야 합니다.

FIX VAR
FOCUS

- 포커스 모드 설정 (4)
포커스 모드를 “조절 가능”(VAR)으로 설정하면 포커스 스피드가 빨라 집니다. 포
커 스 손잡이 모드를 “고정”으로 설정하면 포커스 속도는 일정해 지며 포커스 속도 
제 한 다이얼로 설정할 수 있습니다.

주의: 카메라의 라이브 뷰 기능이 활성화되어 있지 않으면 리모트 컨트롤의 포커스 기 능은 명
령을 수행할 수 없습니다.

FOCUS SPEED
LIMIT

포커스 속도 제한 설정
포커스 속도 제한 다이얼을 시계 방향으로 돌리면 포커스 속도를 최대로 설정할 수 
있 으며, 시계 반대 방향으로 돌리면 포커스 속도를 느리게 설정할 수 있습니다.
LED 표시등(9)은 현재 속도를 보여 줍니다:

1번 깜박임 = 속도 1 (느림)
2번 깜박임 = 속도 2 (중간)
3번 깜박임 = 속도 3 (빠름)

ON OFF

포커스 방향 설정
포커스 방향은 아래와 같이 하시면 됩니다:
-- 리모트 전원을 끕니다. (카메라 전원과 상관없습니다)
-- “오토 포커스” 버튼을 누른 상태에서,
-- 리모트 전원을 켭니다.
-- 메모리 1, 2 표시등이 켜 졌다가 꺼질 때까지 기다립니다.
-- “오토 포커스” 버튼에서 손을 뗍니다.
전체 과정은 6초 정도 걸립니다.
새로운 포커스 방향의 정보는 컨트롤러의 내부 플래시 메모리에 저장되며 수동으
로 변 경할 때까지 유지됩니다. 따라서 새로운 방향은 리모트 컨트롤러의 전원을 
다시 끄고 켠 후에도 적용됩니다.

라이브 뷰
버튼을 한번 누르면 카메라의 라이브 뷰가 작동합니다. 종료하려면 한 번 더 누르
십시 오.
주의: 비디오 모드로 작동 시 EOS 7D와 500D는 리모트 컨트롤로 라이브 뷰 전원이 켜 
지지 않으나 전원을 끌 수는 있습니다.

오토 포커스
버튼을 한번 누르면 카메라의 오토 포커스 기능이 작동합니다.
주의: 카메라 렌즈가 MF(매뉴얼 포커스)에 설정되어 있으면 리모트 컨트롤의 오
토 포커 스는 작동되지 않습니다.
디지털 줌
라이브 뷰 작동 시 버튼을 한번 누르면 5X 줌으로, 한번 더 누르면 10X 줌으로, 세 
번 째 누르면 라이브 뷰의 디지털 줌이 종료됩니다.

제품 내용물 
아래의 아이템이 포함되어 있는지 확인해 보시기 바랍니다.
-- 사용자 매뉴얼
-- 카메라 리모트 컨트롤과 USB 케이블
-- 케이블 클램프

기능 설명  & 
리모트 컨트롤은 캐논 EOS DSLR USB 포트와 사용할 수 있으며 비디오 녹화 기능 사용시 
포커싱 뿐만 아니라 비디오와 포토 모드에서 다른 카메라 기능을 조절할 수 있도록 디자인 
되었습니다.
라이브 뷰 기능 사용시 외부 모니터와 연결할 수 있도록 HDMI 포트는 카메라의 왼쪽에 있 
습니다.
1.	 ON/OFF 스위치
2.	 포커스 손잡이
3.	 포커스 속도 제한 다이얼
4.	 포커스 모드 스위치 (조절, 고정 가능)
5.	 녹화/정지 또는 촬영 버튼(싱글 샷, 또는 길게 누르면 연속 촬영이 가능)
6.	 디지털 줌 및 포커스 메모리 2 버튼
7.	 오토 포커스 버튼
8.	 라이브 뷰 및 포커스 메모리 1 버튼
9.	 LED 포시등 (리모콘 작동 중, 녹화, 포커스 속도 설정, 리모트 배터리 잔량 경고)
10.	포토 모드 LED
11.	비디오 모드 LED
12.	메모리 1 LED
13.	메모리 2 LED
14.	USB 케이블 – 최대 길이 50cm(19/6”)
15.	배터리 수납부 (2개의 AAA NiMH 충전식 배터리 또는 2개의 AAA 알카라인 배터리– 배터

리 수명 10/12 시간: 배터리 별도 구매)
16.	클램프 사용 범위: 직경 12mm(0.47”)와 23mm(0.90”) 사이의 원형 튜브/파이프/바 사

용 가능

특징
•	3 단계의 정확한 포커스 스피드
•	고정 또는 조절 가능 포커스 컨트롤 모드
•	포커스 제한 속도 조절 가능
•	포커스 메모리 설정
•	라이브 뷰 컨트롤
•	오토 포커스 컨트롤
•	라이브 뷰 디지털 줌 컨트롤
•	비디오 녹화 시작/멈춤
•	싱글 샷 또는 연속 촬영 
•	리모트 컨트롤 배터리 잔량 경고
•	포커스 방향 조절 가능
•	녹화 표시 LED
•	비디오 및 포토 표시 LED
•	다용도 클램프: 직경 12mm(0.47”)와 23mm(0.90”) 사이의 원형 튜브/파이프/바 사
용 가능

호환 가능한 캐논 카메라 제품
업데이트 사항과 새로운 호환 카메라 확인은 맨프로토 웹 사이트의 차트를 확인하시기 바
랍 니다.

빠른 작동 방법 , , 
카메라 트라이포드에 리모트 컨트롤을 연결합니다.
-- 카메라와 리모트 컨트롤 전원을 끕니다.
-- 배터리를 그림 4와 같이 장착합니다.
-- 리모트 컨트롤을 카메라 서포트에 장착합니다.
a) Sympla 시스템 솔루션에 고정 시키기 (MVA518W에 포함되어 있는 어댑터에 연결), 그
림 5 참조
b) 비디오/포토용 헤드에 장착, 그림 6 참조
-- 리모트 컨트롤의 USB 케이블을 카메라의 USB AV-OUT 카메라 커넥터에 연결시키십 시오.
-- USB 커넥터가 리모트 컨트롤에 제대로 연결되었는지 확인하십시오.
-- 카메라와 리모트 컨트롤의 전원을 모두 켜십시오.
카메라 전원을 켜면 컨트롤러는 처음에 포커스 손잡이를 중립으로 측정합니다. LED에 불이 
들어와 진행 중으로 표시됩니다. 설정 중에는 포커스 손잡이를 움직이시면 안됩니다. 설정 
이 완료되면 (약 2초), 모든 LED 포시등이 꺼지며 컨트롤러를 사용할 수 있습니다.
LED 표시등(9)이 빠르게 깜빡이면 카메라와의 연결이 잘 안된 것입니다. 이런 경우에는:

1

2 3

4 5 6

KO KO KO KO ICN CN CN

•• 检查相机和遥控器之间的USB线连接
•• 关闭遥控器和相机
•• 打开遥控器和相机
-- 当视频（11）和相机（10）LED灯一起闪烁三次，这表示遥控器的电池电力不足，
应充电或者更换，您只有大约20分钟的剩余工作时间。

-- 在如下情况发生2分钟后，遥控器自动进入等待状态：相机关闭，USB线拔出，遥控
器没有接到指令。按任意按钮唤醒遥控器。

将遥控器连接到您的相机
注意！
-- 为了避免损坏电子集成线路，请确保在拔出USB线之前相机和遥控器都处于关机状
态。

-- 我们推荐使用佳能EF USM系列镜头，由于它们能提供更佳的精确度和可靠性，并在
视频对焦时更安静平稳。

-- 此款遥控器必须连接至以上列出兼容的数码单反相机，或者个人电脑升级固件。

操作
注意：功能可用性取决于使用的相机和镜头。例如，在视频模式下，EOS 7D和500D
实时取景功能无法从遥控器打开，但是可以关闭。

使用对焦手柄
转动对焦手柄（2）向右或向左允许控制相机对焦。
-- 打开实时取景。注意只针对EOS 7D：在视频模式下，您需要在相机上打开实时取景
器，不能从遥控器打开。

FIX VAR
FOCUS

- 设置对焦模式（4）当对焦模式设置为可变时，对焦速度随着对焦手柄转动至更
大的角度而增加。当对焦模式设置为固定时，对焦速度是恒定的，取决于对焦限速
播盘。

注意：相机不会接受来自遥控器的对焦命令除非实时取景打开。

FOCUS SPEED
LIMIT

选择对焦限速
将对焦限速播盘顺时针旋转以设定更高对焦速度；逆时针旋转以设定更低的对
焦速度，LED指示灯（9）显示了当前的速度：
 

一闪 ＝ 速度1 （慢）
两闪 ＝ 速度2（中等）
三闪 ＝ 速度3（高速）

ON OFF

定制对焦方向
按照以下步骤改变对焦方向：
-- 关闭遥控器（相机关闭与否无关）
-- 按住“自动对焦”按钮不放，
-- 打开遥控器
-- 等待M1和M2 LED灯亮起和熄灭
-- 放开“自动对焦”按钮。 
整个过程耗时大约6秒钟。新的对焦方向信息会存储在遥控器的内部闪存内
直至手动修改，因此新的设置会在遥控器关闭和开启后依然可用。

实时取景
按一次该按钮即可激活相机的"实时取景"功能。再按一次即可关闭。
注：如果在视频模式中，EOS7D 将禁止使用遥控器开启"实时取景"功能，但
可以关闭该功能。

自动对焦
按一次该按钮即可激活相机的"自动对焦"功能。
注：如果相机的镜头已被设定为MF（手动对焦），则遥控器的"自动对焦"指
令失效。

数码变焦
在激活"实时取景"功能的情况下，按一次该按钮可拉近5倍，再按一次可拉近
10倍，第三次按下将关闭"实时取景"的数码变焦功能。

包装内含物件 
请确认您的包装内含有如下物品：
-- 用户手册
-- 带有USB线的相机遥控器
-- 线夹

设备概述  & 
此遥控器适用于您的佳能EOS数码单反相机的USB接口，设计用于在视频录制时进行
对焦，以及其他很多视频和照片模式下的相机功能。
您相机的HDMI接口可另连接外置监视器用于实时取景功能。
1.	 打开／关闭开关
2.	 对焦把手
3.	 对焦限速播盘
4.	 对焦模式开关 （可变或固定）
5.	 录制／停止 或 快门按钮（单张拍摄或按住不放进行多张拍摄）
6.	 数码变焦／对焦记忆 2按钮
7.	 自动对焦按钮
8.	 实时取景／对焦记忆1按钮
9.	 LED指示灯 （遥控器在线，录制，对焦速度设置，遥控器电池充电）
10.	 照片LED灯
11.	 视频LED灯
12.	 1＃记忆体LED灯
13.	 2＃记忆体LED灯
14.	 USB线 － 伸展长度50厘米（19.6”）
15.	 电池盒 （2节AAA镍金属氢化物充电池或者2节AAA碱性电池－电池寿命最长达10

／12小时；电池另售）
16.	 夹子尺寸：圆头管型／条型／块状直径在12毫米（0.47”）和23毫米(0.90”)之间

特性
•• 三档式，超高精度对焦速度
•• 固定或可变对焦控制模式
•• 自定义对焦限速
•• 对焦记忆设置
•• 实时取景控制
•• 自动对焦控制
•• 实时取景数码变焦控制
•• 视频录制开始/停止
•• 拍摄单张或多张照片
•• 遥控器电池状态
•• 自定义对焦方向
•• 录制LED指示灯
•• 视频和相片LED指示灯
•• 多用途夹子：适用圆头型管状/条状/块状直径在12毫米(0.47”)和23毫米(0.90”)

之间

兼容的佳能相机型号
请参阅此图标和曼富图网站上的兼容相机模型更新

查阅曼富图官方网站获取更新的兼容相机型号   & 
快速使用手册
-- 将遥控器挂接于您的相机支架上
-- 关闭相机和遥控器
-- 插入电池， 图4
-- 将遥控器挂接于您的相机支架上

a)与Sympla系统方案夹住（夹紧包含在MVA518W的适配器），图5
b) 夹住视频／相机头，图6
-- 将遥控器的USB 线插入您相机的USB AV-OUT相机接口处
-- 确保USB连接器正确地连接在遥控器上
-- 打开相机和遥控器

当您打开相机时，遥控器首先定位在对焦手柄中间的位置。同时LED灯亮起表示启动正
在进行中。在此过程中您不能移动手柄。一旦定位过程完成（大约2秒），所有的 LED
灯熄灭了您就能使用遥控器了。
如果LED灯（9）快速闪烁，这表示与相机的通讯断开。在这种情况下：

1

2 3

4 5 6

녹화 / 촬영
비디오에서 포토 모드로 변경 시, REC/Shutter 버튼을 더블 클릭합니다.(리모트 
컨트롤의 전원이 켜져 있는 상태에서); 비디오 또는 포토 LED가 현재 작동하는 모
드를 보여 줍니다.
-- 비디오 모드에서  이 버튼으로 녹화의 시작/종료를 컨트롤 합니다. 녹화/촬영 
버튼을 한번 누르면 녹화가 시작되고 다시 누르면 종료됩니다.

-- 카메라가 녹화 중 일 때 LED 표시등 이 1초에 한번씩 깜박입니다.	
주의: 비디오 모드가 있는 경우, 카메라의 메인 모드 다이얼을 비디오 모드에 설
정하십시오! (예. 캐논 60D)

-- 포토 모드에서  이 버튼으로 셔터를 누를 수 있습니다. 버튼을 한 번 눌러 사 진
을 촬영할 수 있습니다.	
주의: 셔터 릴리즈 기능의 방법은 카메라 렌즈가 오토 포커스 또는 매뉴얼 포커
스에 설정되 어 있는지 여부에 따라 달라집니다.

-- 포토 모드  에서, REC/Shutter 버튼을 2초 동안 누르고 있으면 멀티 샷 모드
가 작동됩니다.

FOCUS SPEED
LIMIT

포커스 메모리
-- 고정 스피드 FOC 1F, FOC 2F, FOC 3F와 같은 포커스 모드를 설정하십시오.
-- 포커싱하는 동안 포커스 속도를 선택하십시오.
-- 메인 포커스 손잡이(2)를 돌려 포커스 위치를 선택합니다.
-- 최초의 포커스 거리를 설정하려면 최소 2초 동안 라이브 뷰 버튼을 누르십시오. 
그 러면 시스템은 M1(포커스 메모리 1)으로 저장할 것입니다. M1 LED가 켜질 
것이고 M2 LED가 깜박일 것입니다.
-- 메인 포커스 손잡이를 돌려 2번째 포커스 위치를 선택합니다.
-- 2번째 포커스 거리를 설정하려면 최소 2초 동안 줌+ 버튼을 누르십시오. 그러
면 시 스템은 M2(포커스 메모리 2)로 저장할 것입니다. M2 LED는 깜박임을 
멈출 것이고 계속 켜져 있을 것입니다. 포커스 메모리 포인트를 M2부터 시작
할 수도 있습니다. 라이브 뷰 또는 줌+ 버튼을 2초 동안 눌러 새로운 포커스 메
모리 포인트를 설정하 고 리모트 컨트롤의 메모리에서 이전의 메모리 포인트를 
자동으로 삭제할 수 있습 니다. M1과 M2 LED 모두 켜지고 2개의 메모리 설정
에 의해 포커스 거리가 제한됩 니다. 최대 포커스 속도는 포커스 속도 제한 다이
얼에 의해 제한됩니다. 포커스 속 도 제한이 변경될 때, 오토 포커스 기능이 사
용될 때, 또는 리모트 컨트롤 전원이 꺼져 있을 경우, 시스템은 M1과 M2 설정
(M1 및 M2 LED도 꺼짐)을 삭제합니다. DSLR의 전원이 꺼져 있거나 라이브 뷰
가 작동하지 않을 경우 삭제되지 않습니다.

주의: 현재의 카메라 기능, 렌즈 품질 및 렌즈로부터 포커스 무브먼트에 대한 피드백 수집이 불
가능하다는 것은 포커스 메모리 기능이 포커싱 중에 일부 중간 단계를 생략할 수 있음을 의미합
니다. 동일한 이유로 리모트는 다음의 경우를 인식하지 못합니다:
•	포커스가 포커스 렌즈 마지막 종료와 겹쳐질 때.
•	렌즈의 포커스 또는 줌을 수동으로 변경할 때(렌즈 자체를 돌려). 이 경우 리모트 컨
트롤의 메모리 포인트는 정확성을 상실하고 재설정하거나 삭제할 필요가 있습니다.

리모트 컨트롤 제품의 펌웨어 업데이트
업데이트 공지와 사용 방법은 맨프로토 웹사이트를 확인하십시오.
문제 해결
리모트 컨트롤과 DSLR 사이의 연결이 이루어지지 않을 경우 다음을 확인하십시오.
•	리모트 컨트롤의 전원이 켜져 있는지
•	카메라와 리모트 컨트롤의 배터리가 모두 충전되었는지
•	USB 케이블이 카메라와 리모트 컨트롤에 모두 견고하게 연결되었는지
위의 체크 포인트를 모두 체크 했는데도 카메라와 리모트 컨트롤이 연결되지 않을 때는 두 장비
의 전원을 모두 끄고 USB 케이블을 분리한 후 장비를 처음부터 다시 연결하고 켜십시오.
마지막 방법으로 두 장비의 전원을 끄고 배터리를 꺼낸 후 다시 넣고 연결을 재 시도하십시 오.

최고 포커스 컨트롤 스피드로 촬영 시 포커스 컨트롤 장치가 오 작동 할 수 있습니다. 이와 
같은 현상이 있을 경우 포커스 컨트롤의 속도를 줄이시기 바랍니다. 
-- 최고 포커스 스피드로 설정 (FOC 3)
-- LV (8, fig 2)와 ZOOM (6)을 동시에 누르면 LEDs (10-11)가 작동합니다.
-- LV key (8, fig. 2)를 눌러 속도를 낮춥니다
-- 속도를 높이려면 Zoom + (6, fig. 2)을 누릅니다.
총 7개의 값이 있습니다 (7= 최대 기본 설정 값)
-- 결과물을 확인하려면 포커스(2, fig. 2)를 이동하세요.
-- 새로운 값을 저장하려면, LV와 ZOOM을 동시에 누르세요

매번 리모트 컨트롤러에 카메라와 렌즈가 연결 될 때마다 새로운 값으로 자동 설정됩니다.

예방 조치
방수:
컨트롤러가 가능한 한 방수가 되도록 주의를 기울였지만 모든 상황에서 100% 방수가 된다 
고 보장할 수는 없습니다. 사용자는 우천시나 70% 이상의 습도와 같은 열악한 상황에서의 
사용을 피해 주시기 바랍니다.
고온:
70℃ 이상의 고온에서 사용하지 마시고 직사광선이 비치는 곳에 컨트롤러를 보관하지 마십 
시오. 예. 햇볕이 비치는 곳에 주차된 차 내부.
전기 안전:
케이블은 특히 기계 장비와 사용할 때 가장 손상을 입기 쉬운 전자 부품입니다. 따라서 컨 트
롤러를 오래 사용하고 기본적인 “수리”를 저렴하게 하기 위해 저희는 케이블을 손쉽게 교 체
할 수 있도록 디자인하였습니다. 그러나 카메라 연결이 실수로 단락 되는 것을 피하기 위 해 
항상 케이블을 컨트롤러에 먼저 연결하도록 하십시오. 꼭 필요한 경우가 아니면 컨트롤 러에
서 케이블을 제거하지 마시기 바랍니다.
작동 사양:
작동 온도 범위 -10℃(14℉) + 60℃(140℉)
보관 온도 범위 -20℃(-4℉) + 70℃(158℉)
습도 (물방울이 맺히지 않는) 최대 70%
책임 부인 성명
이 문서에 포함된 정보는 사전 통보 없이 변경될 수 있습니다. 맨프로토는 이 문서에 포함 된 
정보의 어떠한 오류에 대해서도 보증을 하거나 책임을 지지 않습니다.
캐논의 상표는 캐논의 자산입니다.

안전 규정

유럽 규정 준수
CE 심벌은 이 시스템이 유럽 연합 의회의 규정에 적합함을 보여 줍니다.
FCC Class B 정보
이 장비는 테스트를 통해 디지털 장비 B 등급을 획득하였으며 FCC 규정의 15조를 준수하 
고 있습니다. 이 규정들은 가정 내에서 사용시 유해한 간섭으로부터 합리적인 보호를 제공 
합니다. 이 장비는 사용 설명서에 의거해 사용되지 않거나 설치되지 않을 경우 주파수 에너 
지를 생성, 사용, 방출할 수 있으며 전파 소통에 유해한 간섭을 유발할 수 있습니다. 그러나 
특정한 설치에서 간섭이 발생하지 않을 것이라는 점을 보장할 수는 없습니다. 만일 장비를 
켜고 종료해 봄으로써 이 장비가 라디오나 텔레비전의 수신에 영향을 미친다고 판단되면 사 
용자는 다음의 방법을 통해 간섭을 수정해 보시기 바랍니다:
-- 안테나의 위치나 수신을 변경
-- 장비와 수신부의 위치를 멀리 벌려 놓음
-- 장비의 전기회로 연결을 수신부의 연결과 다른 곳에 설치
-- 딜러나 라디오/TV 기술자에 문의
맨프로토에 의해 승인되지 않은 제품의 수정이나 변경을 하시면 장비에 대한 보증을 받으실 
수 없습니다.
ICES-003/NMB-003 성명
Cet appareil numerique de la classe B est conforme a la norme ICES-003 du Canada.
이 장비는 캐나다 ICES-003 Class B에 적합합니다.

录制 / 快门
双击REC/快门按钮，以切换视频和照片模式。（此时遥控器开启）；"视频"
或者"照片"LED指示灯将显示当前所处的模式。
-- 如果在视频模式中 ，该按钮控制视频录制的启/停 
按一次"录制/快门"按钮即开始录制，再按一次则停止录制。
-- 在相机的视频录制过程中，LED 指示灯每秒闪烁一次。 
注：如果相机带有视频模式设置，请在相机的主模式转盘上设置该模式！ 
（例如Canon 60D）
-- 如果在"照片"模式中 ，该按钮控制快门释放动作。 
按一次该按钮即拍摄一张照片。 
注：快门释放的方式还取决于相机镜头是设定为"自动对焦"还是"手动对焦"
功能。
-- 照片模式下按下REC/快门按钮持续两秒钟，可激活多重拍摄模式。

对焦记忆

FOCUS SPEED
LIMIT

- 设定对焦模式类似于固定速度FOC 1F, FOC 2F, FOC 3F
- 选择在对焦过程中需要使用的对焦速度。
- 通过旋转主对焦旋钮（2），选择对焦位置。
- 按住LV 按钮并至少保持2秒，以设定第一个焦距，系统将该焦距保存为M1

（对焦记忆1）。M1 LED 指示灯将开启，同时M2 LED 指示灯将开始闪
烁。

- 通过旋转主对焦旋钮，选择第二个焦点。
- 按住"变焦+" 按钮并至少保持2秒，以设定第二个焦距，系统将该焦距保存

为M2（对焦记忆2）。M2 LED指示灯将停止闪烁并常亮。 
您还可设置M2之后的对焦记忆点。按住 LV或者"变焦+" 按钮并至少保持2 
秒，此时保存的新对焦记忆点会自动删除遥控器内存中的旧记忆点。 
M1和M2 LED 指示灯都点亮时，焦距将由这两项存储的设定值限制。最高
对焦速度由"对焦速度限制"转盘限制。 
在更改"对焦速度限制"设置、使用"自动对焦"功能或者关闭遥控器时，系统
将删除M1和M2 设置（同时关闭 M1和M2 LED指示灯）。 
如果关闭了数码单反相机或"实时取景"功能，则不会删除该设置。

注：相机的当前功能、镜头质量，或者如果无法从镜头接收关于焦点运动的反馈，都可
能使"对焦记忆"功能在对焦过程中偶尔跳过少量中间步骤。出于这一原因，遥控器无法
识别以下情况：
•• 焦点与对焦镜头的末端限位重叠；
•• 手动更改镜头的焦点或者变焦（通过旋转镜头本身）。
在这些情况下，遥控器的记忆点会降低准确度，因此需要重设或者删除。

更新遥控器的固件
请访问曼富图网站，查看更新通知和相关说明。

故障处理
如果遥控器与您的数码单反相机之间未建立连接，请检查：
•• 遥控器是否已经开启；
•• 相机与遥控器中的电池是否已经充电；
•• USB 线是否已经正确并可靠地连接相机与遥控器。
如果您完成了上述检查，但相机与遥控器之间仍未建立连接，请关闭这两个装置，拔下
USB线并重新连接，然后再次开启这两个装置。
如果上述方法都无效，请关闭这两个装置，取出相机电池并重新插入，然后再次开启。

使用最大速度的对焦控制时，放开按钮后可注意到镜头发生严重滑移。如果发生这种情
况，可以尝试降低对焦速度。
-- 设置最大对焦速度（3，如图3）
-- 同时按下LV键（8，如图2）和ZOOM键（6）：LED（10-11）会不断闪烁。
-- 按下LV键（8，如图2）可减慢速度。
-- 按下Zoom+（6，如图2）可增加速度。

有7个值（7=默认最大值）
-- 改变焦距（2，如图2），以检查结果。
-- 同时按下LV和ZOOM按钮，存储新的数值。

将遥控器连接至相机和镜头时，会自动匹配新的值。


